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学修者本位の教学マネジメントに向けて
共愛学園前橋国際大学における
学修成果可視化の取組を事例に

大森昭生
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理 念 共愛＝共生の精神

定 員 入学定員350名 （国際社会250名＋デジタル共創100名）

共愛学園前橋国際大学 KYOAI GAKUEN UNIVERSITY

国際社会
学科

国際社会
専攻

英語コミュニケーションコース English Communication Course

国際コース International Course

経営コース Business Management Course

心理・人間文化コース Psychology, Humanity and Culture Course

地域児童
教育専攻

学校教育コース School Education Course

幼児教育・保育コース Early Childhood Education and Care Course

国際社会学部 GLOCALリーダーへ ～国際的な視野を持ち、地域の諸課題に対処できる人材～

デジタル共創学部 デジタル共創人材へ～デジタル技術を活用し、他者と共にWell-Beingな社会を創造できる人材～

デジタル
共創学科

DX
モジュール

ICT
モジュール

Management
モジュール

食・健康・暮らし
モジュール

2026年度からの
新体制

NEW

NEW

NEW
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KYOAI GAKUEN UNIVERSITY
共に愛し共に生きる

地域の未来は私がつくる 社会の未来は私たちがつくる
Faculty of International Social Studies Faculty of Co-Innovation
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GLOBAL + LOCAL = GLOCAL
&

WELL-BEING
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ACTIVE LEARNING
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OFF-CAMPUS
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予測困難な時代に
幸せな生涯を生きてほしい
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共愛学園前橋国際大学への注目

1位 金沢工業大
2位 国際教養大
3位 国際基督教大
4位 東京科学大・東北大
６位 共愛学園前橋国際大
7位 立命館アジア太平洋大
8位 芝浦工大
9位 立命館大
10位 筑波大

1位 東北大
2位 東京大
3位 京都大
4位 東京科学大
5位 金沢工業大
6位 立命館大
7位 大阪大
8位 国際教養大
9位 国際基督教大
10位 共愛学園前橋国際大

1位 共愛学園前橋国際大
2位 筑波大
3位 早稲田大
4位 東京科学大・東北大
6位 津田塾大
7位 慶應義塾大
8位 立命館アジア太平洋大
9位 広島大
10位 北海道大・国際教養大

6位
学長が教育面で注目する大学

（過去7年連続4~5位）

10位
学長が総合的に注目する大学

１位
学長が注目する学長

（4年連続）

『大学ランキング２０２6』（朝日新聞出版）

1位 筑波大
2位 新潟大
3位 神田外語大
4位 宇都宮大
5位 共愛学園前橋国際大・横浜国立大

５位
2022年 進路指導教諭が評価する
教育力が高い 関東・甲信越地区
（東京除く）の大学 （大学通信）



Creating the Future of Our Community 共愛学園前橋国際大学          Supporting the Well-being of Our Community 共愛学園前橋国際大学短期大学部

13
在籍学生数・出願者数・入学者数推移
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本学の取り組みが紹介されている事例集や書籍

「大学等における「教職協働」の先進的

事例に係る調査」
https://www.mext.go.jp/a_menu/kout
ou/itaku/1403495.htm

地域で学び、地域を支える。
大学による地方創生の取組事例集
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_
d/chihoujirei.html

「教学マネジメントの確立に資する事例

の把握等に関する調査研究」
https://www.mext.go.jp/a_menu/kout
ou/itaku/1418380_00003.htm

「「イノベーション・コモンズ（共創拠

点）」の実現に向けて」
https://www.mext.go.jp/b_menu/shin
gi/chousa/shisetu/062/1417904_000
02.htm

先進的大学改革推進委託事業 「高等教育
段階における遠隔教育の実態に関する調

査研究 」
https://www.mext.go.jp/a_menu/kout
ou/itaku/1418400_00002.htm

平成30年度文部科学白書「特集2040年に向け
た高等教育のグランドデザイン」に「めぶく。

プラットフォーム前橋」が事例紹介。
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/h
tml/hpab201901/1420047.htm

新たなる大学像を求めて

共愛学園前橋国際大学はなぜ注目されるのか

出版社  : IN通信社 (2019/11/14)

今選ぶなら、地方小規模私立大学！
～偏差値による進路選択からの脱却～

出版社  : レゾンクリエイト 
(2018/10/19)

地域に愛される大学のすすめ

出版社  : 三省堂 (2011/7/26)

その他、書籍・新聞・テレビ・雑誌記事等多数
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ＮＨＫ おはよう日本
（2024年11月20日）

TBS Nスタ
（2026年1月4日）

ＮＨＫ 時論公論
（2025年5月22日）

東洋経済
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学修者本位

学修者本位の教育の実現のためには
大学の時間構造を
「供給者目線」から「学修者目線」へ
転換するという視点が特に重視される。

育成する人材像
DP

CP

カリキュラム

〇〇を教えたい
○○先生がいる

科目の集合体

供給者目線 学修者目線

学修者

学修成果の可視化
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教学マネジメントの本丸＝学修成果の把握・可視化

教学マネジメント指針（22ページ）

学修成果・教育成果の把握・可視化は、学修者本位の教育を実現する

観点から、一人一人の学生が自らの学びの成果（学修成果）とし

て身に付けた資質・能力を自覚できるようにすることが重要であ

る。このため、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた学修目標の達

成状況を可視化されたエビデンスとともに自ら説明できるように

複数の情報を組み合わせた多元的な形で行われることが必要である。

また、大学が、学位プログラムを通じて同方針に定める資質・能力

を備えた学生を育成できていること（教育成果）も、学修成果と

同様に説明できることが必要である。

学修成果の可視化の主体
＝学生

教育成果の可視化の主体
＝大学
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予測困難な時代を生きるために必要な「共愛12の力」
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ーKYOAI CAREER GATEー

4年間の主体的な学修とその成果を目に見える形で積み上げ、
キャリアにつなげる。
4年間に出会うたくさんの学びと活動。その一つ一つを、eポー
トフォリオである

KYOAI CAREER GATE
に蓄積し、自分の学修を振り返りながら、それをエビデンスと
して、学修成果指標に基づく成果の自己評価と可視化をします。
さらに、その活動や成果を

SHOWCASE
を通して社会へと発信し、目ざすキャリアへと接続します。
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科目 振り返り
○○演習 ・・・
△△学 ・・・
□□概論 ・・・

授業での学修

（参照）
外部テスト

学内活動 学外活動

エビデンスとして学修や活動の記録を蓄積
（ポートフォリオ：KCG）

• 学修活動の振り返り

• 学修計画の調整・改善

• 学修成果の総括

共愛12の力の評価規準
（コモンルーブリック）

自己評価
リフレクション

共愛12の力にリンク

共愛学園前橋国際大学がめざす
エビデンスベースの自己評価による学修成果の可視化と自律的学修者の養成

リフレクションアワー
＋

担当教員との個別面談

ショーケース
蓄積した学修の記録を社会に
開示する。（WEB上で）
学生自身が制作し、学生の責
任において開示。例えば、企業
の人事担当者などへ・・

学生の自主的な取り組みに加え、
授業課題やゼミ選択条件とするな
どの動機づけも



Creating the Future of Our Community 共愛学園前橋国際大学          Supporting the Well-being of Our Community 共愛学園前橋国際大学短期大学部

22

KCG＋Sの実際
（ショーケース）

Kyoai Career Gate の実際
自己を理解する力（2
年次）

レベル3:様々な経験を振り返ることを通じて、自分の特徴、
強みや弱み、成長を客観的に理解することができる。

自己を制御する力（2
年次）

レベル3:ストレスや感情の揺れ動きと上手く付き合いながら、
困難な課題に取り組み続けることができる。

主体性（2年次） レベル3:自らすべきことを見つけ、行動し、その結果を振り
返り、次の行動に活かすことができる。

エビデンスにした活動
や授業（2年次）

ミッショングローバル研修は、異国の地で毎日1つの課題を限
られた時間で解決していきました。私は海外に行くのも初め
てでそんな中課題を与えられ、辛くストレスに感じることも
ありましたが、友達と励ましあったりすることで研修に前向
きに取り組むことができました。また、チームで活動するこ
とが多かったので限られた時間の中で自分は何をすることで
チームのためになるのかを常に考え行動することができまし
た。

伝え合う力（3年次） レベル3:適切なコミュニケーション手段・スキルを用いて、
自分の伝えたいことをわかりやすく表現することができる。

協働する力（3年次） レベル3:多様な意見や立場、利害を把握した上で、グループ
内の関係性構築に貢献できる。

関係を構築する力（3
年次）

レベル4:自分とは異なる価値観や文化を持つ他者や、バック
グラウンドが大きく異なる他者とも円滑な関係を築くことが
できる。

エビデンスにした活動
や授業（3年次）

インバウンド人材育成PRGでは、学年、コースの異なる学生
とチームを組み、活動を行っていたため、活動中は様々な意
見やアイデアが出され、新しい考え方というものを学んだ。
また、前橋市でインバウンド事業に取り組んでいる市の職員
や、フラワーパークの社長など、多くの方々と一緒に活動し
ていく中で、社会人とのコミュニケーションの取り方や、距
離感、話し方など、多くのマナーが身に着いた。
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（参考）課外活動の学外者への報告会で
「共愛12の力」と活動との関連を話す学生

（参考）視察者との懇談で
「共愛12の力」と活動との関連を説明する

学生スライド
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共愛12の力自己評価（2024年度卒業生）
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「共愛12の力」自己評価（全項目）記入率

0.0%

25.0%

50.0%

75.0%

100.0%

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

KCG自己評価記入率（年度別）

1年生 2年生 3年生 4年生

25
2025年度から記入済と見なす基準の厳格化（バッジ）
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学修成果

• 在学生調査
• 卒業時調査
• 授業アンケート
• 外部アセスメント
• 企業アンケート
• 卒業生調査

共愛12の力
• リフレクション
（KCGによるエビデンス
ベースド自己評価）

• リフレクション面談

共愛12の力
（分析項目検討中）
• 修得単位数
• 科目群別GPA
• 開講科目のGPA分布
• 全学共通科目とコース

科目のGPA散布図

学修成果の可視化と教育改善

教学IR部門
教育実践部門
 カリキュラム
編成部門

自己点検 内部質保証

• 学修成果の可視化（評価）は、学修者のため
• 学修者の成長・学びの現在地を明確にすることで、次の目標に向かって学び続けようとする

ための補助ツール
• エビデンスベースド自己評価（リフレクション）は「学習としての評価」(Assessment as 

Learning)
• 本学が３つの側面から可視化を試みるのは、学生の成長・学びと大学の教育が一体となって

向上できるエビデンスを提供するため
• その結果が出口の質保証
• これからIRによる学修成果と教育成果の共愛12の力の相関を分析により、教育と評価の一体

化と学修と評価の一体化（(Assessment as Teaching and Learning)）が進み、DP達成度の向
上に向け、授業レベル、カリキュラムレベルでの改善が新たに見えることを期待している
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学部共通科目による
共愛12の力の質保証
各領域ごとに、１２の力の何を身につけるかが
カリキュラム上規定されていて、
その領域に含まれる科目はどの科目であっても
それらの力を身につけるよう設計される。

よって、シラバスには自動的に定められた力と
の対応が記載されるシステムが構築されている
。

担当教員は、それら規定された力に加えて、
それ以外の力を目標に加えることもできる。

すなわち、カリキュラムマネジメント上は１２
４単位で１２の力を身につけられることが保証
されており、そのうえでKCGを通して学生が自
己評価するとともに、１２４単位以外で身につ
けた力も加えることができるようになっている
。
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DP達成とカリキュラム改革

学部必修

外国語

12単位

学部必修

MIDA

10単位

学部必修

キャリア

10単位

学部
選択必修
共愛コア

16単位

コース
専門科目

44単位

学部
選択必修
GLOCAL

8単位

学部必修

演習

12単位

学部選択
セルフ
デザイン

12単位

学部必修
外国語
14単位

学部必修  共愛コア  20単位

コース
専門科目
62単位

学部必修
演習

12単位

個性的
選択

16単位

Math・ICT・Data 
Science・AI

Global Career Training 副専攻

Regional Career Training 副専攻

2年必修Glocal 
Seminar含む

1年基礎演習 3年課題演習
4年卒業研究

2023~
346科目

~2022
480科目
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卒業生調査
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（参考）各能力の習得度
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Q.大学生活全体を通じて、次のような力がどの程度身についたと思いますか。
かなり身についた／ある程度身についた／あまり身についていない／全く身についていな
い

「かなり身についた」と回答した割合

【調査対象者】 卒後1～6年目の卒業生＝2016年3月～2021年3月卒業者
【調査期間】 2021年12月13日（月）～2022年1月11日（火）依頼状を自宅に送付し、WEBアンケートフォームにて実施・回収
【発送・回収数】発送数：1,315 名 有効回収数：414名（回収率31.5％）

※外部機関に委託し、全国データとの比較も依頼



Creating the Future of Our Community 共愛学園前橋国際大学          Supporting the Well-being of Our Community 共愛学園前橋国際大学短期大学部

30

チャレンジングな科目はチャレンジングな学生が履修する副専攻だった
→全学生が履修する選択必修へ
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情報公表って？

数字を出すだけが、
情報公表なのか？

学びの物語
ーどこで、誰と、何をやって、
どんな思いをもって、どんな力
を身につける成長をしたかー
がビジュアルに語られていくこ
とも重要な情報公表であり、そ
れを学生自身や広報が語ること
で、学生確保につながっていく
・・・
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教育・学修の質向上に向
けた新たな評価の在り方
ワーキンググループ

議論の整理
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順位 アンケート項目
４位 Q9:ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導がある。
５位 Q21:他者と協働する力
８位 Q７:グループワークやディスカッションの機会がある
９位 Q27:大学の学びによって成長を実感している。
１０位 Q15:文献・資料を収集・分析する力
１１位 Q17:人に分かりやすく話す力

Q26:教職員が熱心に教育に取り組んでいる。
１２位 Q6:課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却される。

Q8:質疑応答など、教員等との意見交換の機会がある。
Q13:専門分野に関する知識・理解
Q14:将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観
Q23:異なる文化に関する知識・理解

１４位 Q22:幅広い知識、ものの見方
１６位 Q4：理解がしやすいように教え方が工夫されていた
１８位 Q5:予習・復習など授業時間外に行うべき学習が指示される

Q20:問題を見つけて解決方法を考える力
Q24:卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学修している。

２４位 Q25:授業アンケート等の学生の意見を通じて大学教育が良くなっている。
ランク
外

Q10:インターンシップ（５日間以上）
Q11:海外留学・海外研修（短期も含む）
Q12:主に英語で行われる授業の履修（語学科目を除く）
Q16:論理的に文章を書く力
Q18:外国語を使う力
Q19:数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能

全国学生調査ポジティブリスト 共愛学園前橋国際大学国際社会学部（社会分野）がランクインした項目

ポジティブリストのファイル
https://www.mext.go.jp/content/20250930-
koutou02-000001987_2.pdf

全国学生調査のページ
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/chousa/142
1136.htm

ポジティブな選択肢から４点～０点に換算し、質問項目ごとの平均
点を算出したうえで、集計基準に合致した大学・短期大学の学部
（学科）の上位15％以内を上位順に掲載

集計基準に合致した学部（学科）について、以下の分野別に一覧化
大学「人文」（94）、「社会」（185）、「理学・工学、農学（4
年制）、農学（6年制）」（152）、「医学（6年制）、歯学（6年
制）、薬学（6年制）、保健」（169）、「教育、スポーツ、芸術、
家政」（136）、「その他」（67）2 短期大学（106）   ※カッコ
内の数字は基準合致した学部等の数

ポジティブリストの趣旨
全国学生調査の結果について、学生に高い評価を受けた上位校一覧
とその教育方法・教育改善の事例を公表することで、各大学におい
て上位校との比較分析を踏まえた教育改善に活用することや、大学
進学希望者やその保護者あるいは地域社会、産業界、海外の留学関
係者等に、大学に対する理解を深めてもらうことを目的として実施。
※ポジティブリストの公表は、今回が初となる試行的な取組であり、掲載
校数等、本格実施に向け更に検討を進め、必要な改善を行う。

全24項目中18項目（75％）で、
上位15％内にランクイン

https://www.mext.go.jp/content/20250930-koutou02-000001987_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250930-koutou02-000001987_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250930-koutou02-000001987_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250930-koutou02-000001987_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250930-koutou02-000001987_2.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/chousa/1421136.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/chousa/1421136.htm
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全国学生調査ポジティブリスト 産業能率大学がランクインした項目

■本学の評価結果  
本学は「社会分野（185学部中上位
15％）」に分類され、24項目中17項目
でポジティブリストに掲載されました。
そのうち多くの項目で10位以内に入り、
特に「グループワークやディスカッ
ションの機会がある」では経営学部が1
位、情報マネジメント学部が7位、「予
習・復習など授業時間外に行うべき学
習が指示される」では情報マネジメン
ト学部が1位、経営学部が2位と、両学
部ともに上位を占めました。 

https://www.sanno.ac.jp/news/pressrele
ase/20251111_01.html

産業能率大学が文部科学省「令和6年
度 全国学生調査」で高い評価を獲得

“グループワーク・ディスカッションの機会”では
全国1位ほか、計17項目で上位ランクイン
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IRへの期待 地方大学の学長視点で・・・

IRへの期待①

どんな科目／
教育プログラ
ムが、受験生
に刺さってい
るのかを明ら
かにしてほし

い

IRへの期待②

適正規模を教
育効果、財務、
地域データな
どから導き出
してほしい

IRへの期待③

規模縮小が、
質の向上に寄
与しているエ
ビデンスを提
供してほしい

IRへの期待④

地域の様々な
データ（産業・
人口動向・地域
大学の規模や
分野・・・）を総
合し、地域の適
正規模や必要
な分野／余剰
な分野などを
分析してほしい

IRへの期待⑤

地域から大学
がなくなった
場合、地域に
どのようなイ
ンパクトを与
えるのか分析
してほしい
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大森 昭生 共愛学園前橋国際大学・共愛学園前橋国際大学短期大学部 学長

http://www.kyoai.ac.jp/        〒379-2122 群馬県前橋市小屋原町1154－4

略歴
1996年 共愛学園女子短期大学専任講師
1999年 共愛学園前橋国際大学専任講師
2003年 共愛学園前橋国際大学国際社会学部長・同助教授
2004年 埼玉大学教育学部非常勤講師（～2011年）
2005年 群馬県立女子大学非常勤講師（～2014年）

2007年 共愛学園前橋国際大学教授
2013年 共愛学園前橋国際大学副学長

  高崎経済大学非常勤講師（～2015年）

2016年 共愛学園前橋国際大学学長・学校法人共愛学園理事
2019年 学校法人東北学院評議員

2021年 共愛学園前橋国際大学短期大学部学長（兼務）
2025年 学校法人共愛学園 副理事長

公的委員等歴（終了したものを含む主な事項のみ掲載・下線太字は現任）

著書等
『群馬県男女共同参画社会作りのための副読本～未来～／～なかま～』（共著）2002年
『男女共同参画時代における子育て支援者養成ガイド』(共著）2003年（日本女性学習財団）

『地域に愛される大学のすすめ』（インタビュー形式で参画）2011年（三省堂）
『アーネスト・ヘミングウェイ―21世紀から読む作家の地平』(共編著・編集委員長)2011年(臨川書店）
『ヘミングウェイ大事典』（共編著・編集委員）2012年（勉誠出版）
『「深い学び」につながるアクティブラーニング』（河合塾編・共著）2013年（東信堂）

『「大人になることのレッスン」－「親になること」と「共生」』(共著）2013年（上毛新聞出版部）
『今選ぶなら、地方小規模私立大学! ~偏差値による進路選択からの脱却~』(共著)2018年（レゾンクリエイト）
『ヒッピー世代の先覚者たち：対抗文化とアメリカの伝統』（共著）2019年（小鳥遊書房）
『ヘミングウェイ批評：三〇年の航跡』（共編著）2022年（小鳥遊書房）

1968年、宮城県仙台市生まれ。東北学院大学文学部英文学科、同大学院博士課程にて研究。1996年に学校法人共愛学園に入職、共愛学園前橋国際大学国際社会学部長、副学長等を経て、現職。
専門はアメリカ文学で特にヘミングウェイを研究。文部科学省中央教育審議会の各種委員、内閣官房の各種委員等の他、群馬県青少年健全育成審議会会長、同教育振興基本計画策定懇談会座長等地域における各種

公的委員を多数務め、各地での講演多数。 ３児を育てており、二人目・三人目出産に際し育児休業を取得。群馬県総合表彰（男女共同参画分野）。
全国の学長が注目する学長ランキング4年連続１位（大学は教育で注目する大学6位）（大学ランキング2023／2024／2025/2026）。

国・その他 県 市町村

□日本成長戦略本部人材育成分科会
□文部科学省 中央教育審議会
教育振興基本計画部会委員
大学分科会委員
大学分科会高等教育の在り方に関する特別部会副部会長
大学分科会質保証システム部会委員
教学マネジメント特別委員会委員
認証評価機関の認証に関する審査委員会座長

□2040年を見据えて社会とともに歩む私立大学の在り方検討会議委員
□地域大学の振興に関する有識者会議座長
□文部科学省「知識集約型社会に資する人材育成プログラム」委員
□文部科学省「地域活性化人材育成事業～SPARC～」委員
□文部科学省「魅力ある地方大学の実現に資する地方国立大学の定員増に関する審査会」委員

□日本高等教育評価機構 大学評価判定委員会委員

□群馬県青少年健全育成審議会会長
□群馬県教育振興基本計画策定懇談会座長
□群馬県教育委員会の点検・評価委員会座長
□ぐんま子どもの未来県民会議委員
□群馬県男女共同参画推進委員会会長
□ぐんま男女共同参画センターアドバイザー
□ぐんま教育DXコンソーシアム運営協議会委員
□「ＧＵＮＭＡグローバル人材育成事業」運営協議会委員
□群馬県立桐生高等学校SSH運営指導委員
□群馬県立前橋高等学校SSH運営指導委員
□群馬県立中央中等教育学校SGH運営指導委員
□福井県立三国高等学校「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」運営指導委員

□群馬経済同友会幹事・次世代育成副委員長

□県都まえばし創生本部有識者会議座長
□めぶくプラットフォーム前橋副会長・運営委員長
□前橋市デジタル田園都市国家構想アーキテクト総括
□前橋市社会教育委員
□前橋市アーバンデザイン策定懇談会座長
□前橋市 市街地活性化専門委員会アドバイザー
□太田市立高校グローバル推進実行委員会副会長
□前橋市立駒形小学校学校評議員
□前橋市立木瀬中学校PTA幹事

□前橋まちづくり公社理事
□前橋市国際交流協会理事
□前橋デザインコミッション理事
□めぶくグラウンド株式会社取締役会議長

□内閣官房 「地方創生に資する魅力ある地方大学の実現に向けた検討会議」委員
□内閣官房 「地方大学・産業創生法施行状況検討に係る有識者会議」委員
□経団連 採用と大学教育の未来に関する産学協議会委員（地域活性化人材育成分科会）
□私立大学協会私立大学基本問題研究委員会「教育研究充実部会」委員
□立命館アジア太平洋大学外部評価委員長・尚絅学院大学外部評価委員長・創価大学外部評価委員・京都文教大学外部評価委員
□「ひらく日本の大学」調査アドバイザリー（朝日新聞・河合塾）
□日本ヘミングウェイ協会評議員・事務局長
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